
Ⅲ.~研究活動

1.研究部門及び附属施設

進化系統研究部門

○形態進化分野

片山一道 1)･清田積 ･毛利俊雄 ･固松豊 ･早川清治 (技官)

1)平成 16年1月16日付 大学院理学研究科へ異動

<研究概要>

A)ヒトの進化の特異性に関する形態学的研究

片山一道 ･権田絵里 (大学院生)

ヒトの特異性について,同時に,けた外れに大きなヒトの多様性について,一形態人類学の方法で解

析する.もってヒト化およびサピェンス化のプロセスの実態,要因,特性などを類推していく.骨格を

肉眼解剖や検鏡検査や計測分析などで調べる骨学研究が中心となるが,ときに生体学的研究とか,成長

加佃令現象の分析も行う.できるだけ独自の視点でシンプルな方法で身近な問題を扱い,まさに大きさと

形だけでヒトの特異性を解明していこうとするのが,この研究の心髄である.もとより人蛸の進化,つ

まりヒト化とサピエンス化のプロセスには,他の生物の進化とは異なる特性がある.ひとつは遺伝子の

変化を伴わずに体形や体格が異常な速度で変化した点,ひとつは特殊化せずに,どんどん分布域を拡大

していった点である.だからヒトの本質に近づくには,肉眼形態学などのマクロな方法論でアプローチ

するのが,むしろ有効な手段となる.ヒトの進化の実態,要因,特性を検証することによって,｢人間
とは何か｣を考える人間論の領域にも踏みこんでいきたい.

B)古人骨の骨考古学的研究

片山一道 ･大鼓由美子 (大学院生)

古人骨や化石人骨の研究は,先史時代や嘩去の人びとの体形や容貌を推察するための唯丁の手段セ

ある.同時に,それらの人びとの日常活動を知るにも重要な手段となる.個々の骨に生活痕,病痕,̀傷

痕などが刻まれ,食物内容により元素構成が影響を受けるからである.また多数の人骨を調べることに

より古人口学の問題にもアプローチできる.古人骨や化石人骨を形態学的に調べることにより,~過去の

人びとの日常的な生業活動,特殊活動,食習慣,健康状態,社会的な実態などを明らかにするのが研究

･の骨子である.

C)チンパンジーとニホンザルの身体形態と体組成の成長 ･加齢変化

清田稜 ･茶谷薫 (教務補佐員)

チンパンジーとニホンザルの成長と加齢変化に関する横断的 ･縦断的研究を行った.研究対象のチ

ンパンジーは熊本霊長類パーク (㈱三和化学研究所)と霊長類研究所飼育個体であり,ニホンザルは霊

長類研究所の放飼場 ･グループケージ飼育個体である.これらの個体に関して,生体計測 ･手足と脊椎

X線写真撮影 ･DXA (二波長X線吸収体組成測定装置)による体組成値計測を行った.特に骨格系の加
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齢変化について,米国ワシントン大学 L.Newel1-MorriS教授と共同でOsteoarthritisに関して,骨棟形成,

関節部の骨間距離短縮化などの変化を調査した.ニホンザルでは骨密度の明確な減少はかなり高齢にな

らなければ見出されないが,これらの骨関連変化は 10才,あるいは 15才以降に顕著となる.飼育形態

(放飼場 ･個別ケージ)による発症塀皮の違いが見られ,ロコモーション朔皮の違いがそめ要因ではな

いかと示唆される.

D)ニホンザルにおけるロコモーションの年齢変化

溝田穣 ･茶谷煎 (教務補佐員)I

ニホンザルにおいて,加齢に伴う位置的行動の質･量的変化を調査すべ く,霊長類研究所の放飼場

において,高齢個体 ･壮年個体の行動と状況観察を行い行動型別頻度比較を行った.その結果,高齢個

体では歩行 ･走行の頻度が著しく減少しており,グルーミングなどの社会的行動の著しい減少と関連し

ていることが示された.また,寺島野外観察施設で幼児期から老齢期までのさ.まざまな年齢･性の個体

の歩行･走行運動のビデオ掘影を行い,運動 3次元的解析を行い,歩幅 ･周期 ･四肢振回し角度などの

パラメータの年齢変化を検討した (大阪大学人間科学部中野良彦との共同研究).

E)タイ国に分布するマカクの形態学的調査研究

清田穣

suchindaMalaiv榊nond博士 (タイ国･チュラロンコーン大学･理学部)との共同研究として/タイ国

に分布するマカクの分布･地理的変異に関する調査研究を行った.同国にはアカゲザル(Macacamulat(a),

カニクイザル (M.fascicula,,･S),アツサ云モンキー (M.assamens,･S),ブタオザル (M.nemestn･na),およ

びベニガオザル (M.aTICtOL･des)が生息している.タイ国を含むインドシナ半島はマカク進化のセンター

のひとつだが,マカクの正確な分布は知られておらず,さらに形態･退伝学的地理的変異に関する知見

はそれらの進化史を明らかにするほどには蓄積されていない.今年度は特にアカゲザルとカニクイザル

の二種の集中調査を行った.アカゲザルは東北部で,カニクイザルは中央部から南部にかけて個体群を

一時捕獲し,生体計測 ･体色測定 ･血液サンプル採取などを行った.アカゲザル個体では相対的尾長が

約 55%と,それぞれインドと中国を中心地とする西部グループ (45%)と軍部グループ (35%)よりも

明確に長いことなどの特徴が見出されている.他種マカクについては,広域調査によって分布情報を収

集した.生息環境の改変などの他にも,ペット個体の放逐,個体群の他所への移動など,マカク個体群

への人間活動 ･行為の影響がかなり著しいことが見出され,保護とならんで健全な多様性の維持活動の

重要性が指摘される.

F)ヒトをふくむ霊長規の頭蓋学

毛利俊雄

ニホンザルの矢状稜は,一部のオトナ･オスには出現するが,メスには観察されない.この性によ

る差異を説明する目的で,房総と長野県の第3大臼歯が校合面に達した頭蓋について,冠状縫合位にお

ける左右下側頭線の間隔を計測した.年齢は,野生由来個体では不明なので,左側の上顎第2大臼歯の

岐耗の程度によって代用した.その結果,オスでは成熟後も加齢にともなって側頭線が脳頭蓋の側面を

上昇し一部の個体では矢状稜を形成するのにたいして,メスではいったん成熟すると側頭線が上昇しな

いことがわかった.また,歯の攻耗速度は長野県のほうが房総よりかなり速いことが示唆された.
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G)ケニヤにおける古生物学的調査

図枚豊

ケニヤ共和国中央部,大地溝帯東岸にあるナカリ地域において,中新世後期の堆積層を対象にした

古生物学 ･地質学的野外調査に参加し,長鼻臥 サイ科,キリン科,カバ科,イノシシ科,ウシ科など,

各種動物化石を採集し,首都ナイロビのケニヤ国立博物館において整理作業をおこなった.また,同博

物館において,中新世中期の旧世界ザル化石,原猿化石の調査もおこなった.

H)タイにおける古生物学的調査

団松豊

2003年 5月及び 12月にタイに渡航し,タイ北部及び東北部で野外調査をおこなうとともに,これ

らの地域から出土した中新世～更新世の動物化石の標本調査をおこなった.タイ北部では,主にチェン

ムアン炭坑で野外調査をおこない,中新世中期/後期の地層から,大型化石類人猿の大臼歯片,カリコ

テリウム類などを含む動物化石を採集した.東北部においては,ナコンラチヤシマ周辺の中新世～更新

世の化石産地を確認するととも七,ラジャバット学院ナコンラチヤシマ校などに所蔵されている化石標

本を調べた.

<研究業績>

◇原著論文

I)Gunji,H.,HosakaK.,HuffmanM.,KawanakaK.,Matsumoto･OdaA.,HamadaY.,NishidaT.(2003)

ExtraordinaryLowBoneMineralDensityinalnoldfemalechimpanzee(PantroglodytesschweL･nfurtht･'･)frolm
theMahaleMountainsNationalPark.Primates44(2):145-149.

2)Hamada,Y.,Chatani,K.,Udono,T.,Kikuchi,Y.,Gunji,H.(2003)ALongitudinalStudyonHandandWrist

skeletalMatTrationinChimpanzees(Pantroglodytes),WithEmphasisohGrowthinLinearDimensions･

Primates44:259-27l.

3)Hamada,Y･,HayakawaiS･,Suzuki,J･,Watanabe,K･,Ohkura,S･(2003)Bodyfatanditsseasonalityin

JapaneseMacaques(Macacafuscata).MammalStudy28:79188.

4)Tshida,H.,Kunimatsu,Y.,Takano,T.,Nakano,Y.,Nakatsukasa,M.(2004)Nacho/apithecusskeletonfrom

theMiddleMioceneorKenya.JoumalorHumanEvolution46:69-103.

5)Katayama,K.(2003)Whatisthe'race'ConceptforJapanesebiologicalanthropologists.In; "TsRace.A

UniversalIdea?Colonialism,Nation-State,andAMythInvented" (Y.Takezawa,ed.),InstLituteforResearch

inHumanities,KyotoUniverslty:319-325.

6)Kikuchi,Y･,Udono,T･,Hamada,Y･(2003)Mechanicalpropertiesofbonetissueinchimpanzees,humans,

andJapanese′macaques.Primates44(2):151-155.

7)Nakatsukasa,M.,Kunimatsu,Y.,Nakano,Y.,Takano,T.,Ishida,H.(2003)Comparativeandfunctional

anatomyofphalangesinNacholapithecuskerioi,aMiddleMiocenehominoidfromnorthemKenya･Primates

44(4):37ト412.

8)Nakatsukasa,M.,OgiharaN.,HamadaY.,GotoY.,YamadaM.,HirakawaT.,HirasakiE.(2004)Energetic

costsofbipedalandquadrupedalwalkinginJapanesemacaques･AmericanJoumalofPhysicalAnthropology

124(3):248-256.

9)Nakatsukasa,M.,Tsujikawa,H.,Shimizu,D.,Takano,T.,Kunimatsu,Y.,Nakano,Y.,Ishida,H.(2003)
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DefiniiiveevidencefortaillossinNacholapithecus,anEastAfricanMiocenehominoid.JoumalofHuman

Evolution45:179-186.

10)Nishimura,T.,Okayasu,N.,Hamada,Y.,Yamagiwa,J.(2003)Acasereportofanoveltypeofstickuseby

wildchimpanzees.Primates44(2):199-201.

ll)pickford,M.,Nakaya,H.,Kunimatsu,Y.,Saegusa,H.,Fukuchi,A.,Ratanasthien,B.(2004)Ageand

taxonomicstatusortheChiangMuan(Thailand)hominoids.ComptesRendusPalevo13:65-75.

12)Rae,T.C.,Koppe,T.,Hamada,Y.(2003)ClinalvariationofmaxillarysinusvolumeinJapanesemacaques.

AmericanJoumalorPrimatology59:153-158.

13)藤沢珠織,片山一道 (2003)長野市宮崎遺跡で発見された縄文晩期の乳児埋葬人骨.立命館大学考

古学論集 ⅠⅠト1(1):323-340.

14)片山一道 (2003)近畿地方の弥生時代人と古墳時代人の人物像.r初期古墳と大和の考古学J(石野
博信,編) :494-509.

15)片山一道 (2003)平岩追跡で出土した近世墓人骨. ｢平岩遺跡発掘調査報告｣(奈良県追跡調査概要

2001年度),梼原考古学研究所 :18-22.

16)大鼓由美子,片山一道 (2003)静岡県磐田市明ケ島29号項で出土した人骨.｢平成 14年度塩蔵文化

財発掘調査報告昏｣(磐田市埋蔵文化財センタ一編),磐田市教育委員会 :785-789.

◇総説

1)清田稜 (2003)霊長類のロコモーション:樹上運動適応と二足歩行の進化 霊長郷学のすすめ (京都

大学霊長類研究所編,丸善,東京) :19-36.

2)片山一道 (2003)古人骨調査法一発掘現場で心がけること.r環境考古学マニュアルJ(松井章,絹):
275-282.

3)片山一道 (2003)純文人と ｢弥生人｣の実像を求めて･Scienceoftlumanity42(日本列島の人規学的

多様性,特集号):26-33.

4)団松豊 (2003)テナガザルの進化はどこまでわかっているか?霊長類研究 19(1):65-85.

5)図校豊 (2004)末アフリカ中期中新世のケニヤピテクス類の現状.自然人煩学研究 1:135-142.

6)沢田順弘,酒井菅弥,三瓶良和,大平寛人,Ⅶgolelo,M.,瀬戸浩治,田中里志,賓吉玄賛,板谷徹丸,

兵頭政幸,仲谷英夫,中務真人,国松豊,中野良彦,辻川寛,清水大輔,高野智,荻原直道,Mathai,S.,

Mathu,E.M.,Opiyo-Akech,N.,01ago,D.0.,Kabeto,K.,Pickfbrd,M.,Senut,B.,石田英実 (2003)ケニヤ

地溝帯におけるヒト誕生前後の環境変遷史を如何にして解読するのか? 島根大学地球資源環境学

研究報軍 22:1-14.

◇報告

1)Kunimatsu,Y.,Ratanasthien,B.,Nakaya,H.,Saegusa,H.,Nagaoka,S.(2003)ThepotentialofThailandfor

understandingthehominoidevolutioninSoutheastAsia.Proceedingsorthe8thlntemationalCongresson

PacificNeogeneStratigraphy(February315,2003,atChiangMaiUniversity,ChiangMai,Thailand.):83-89.

2)Tsubamoto,T.,Ratanasthien,B.,Kunimatsu,Y.,Nakaya,H.,Udomkan,B.,Silaratana,T.,Thasod,Y.,Hanta,

R.,Nakai,M.(2003)Areportonthepaleontologicalexcavationintheprimate-bearingKrabiBasin(Late

Eocene:Thailand).平成 14年度科学研究費補助金 (特別推進研兎 (COE))研究成果報告書 (III)

180-219.
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3)片山二道 (2003)若手研究者への手紙 :はじめてフィールドワークに向かう人に.学術月報 57(1):86.

4)片山一道 (2003)第3号小石室出土の人骨.氏家清水 ･菰谷古墳群,1奈良県立橿原考古学研究所 :52-53.

5).片山一道 (2003)梅田 15号項で出土 した人骨の形態学的分析 :被葬者の人物像.梅田古墳群Ⅱ (兵

庫県文化財調査報告) (第257冊):167-177.

◇書評

I)Kunimatsu,Y.(2003)BookReview:WalterC.Hartwig(ed):ThePrimateFossilRecord,Cambridge

UniversityPress,Cambridge,2002.Primates44(3):295-296.

2)Mouri,T･(2003)AncientPeopleintheJiangnanRegion･China:AnthropologicFlStudyonthe10riginofthe
YayoiPeopleinNorthernKyushu.AnthropologicalScience1II(3):365-366.

3)毛利俊雄 (2003)情報考古シリーズ 1 ｢頭蓋の形態変異｣溝口優司著.AnthropologicalScience

(JapaneseSeries)111(1):87-87.

◇その他雑誌

1)毛利俊雄 (2003)眼高上孔と生機構学.形態科学 7(1):ll-12.

◇学会発表等

1)Hamada,Y･,Udono,T･,Teramoto,M･,Hayasaka,I･(2003)Longitudinalstudyonthevariationinthegrowth

anddevelopmentoftheheadandfaceinchimpanzees(Pantroglodytes).lstIntemationalWorkshop

''EvolutionaryChangesintheCraniofacialMorphologyofPrimatesninhonourofProf.Dr.ned.etPhil.

RichardN.Wegner(1884-1967)(Sep.2003,Greifswald,Germany).

2)Hamada,Y･(2003)Macaque.monkeys:Evolutionaiyhistoryofourneighbor･Specialseminar,Depa- entof

Biol･,FacultySci･,ChulalongkomUniversity(Aug･2003!Bangkok,Thailand)･

3)Katayama,K.(2003)PrehistoriccolonizationofthePacificandtheprobabilityoftranspacはcvoyage.The

tVthIntemationalCongressoftheLatinAmericanAsiaAfricaAssociation(Nov.2003,MexicoCity,

Mexico).

4)藤揮珠織,片山一道 (2003)長野市宮崎追跡で発見された縄文晩期の乳児埋葬人骨.第 57回日本人

類学大会 (2003年 10月,伊達市)抄録集 :27.

5)流田穣 (2003)ケニヤ,クレータ湖のクロシロコロブスの位置的行動特徴.Locomotorcharacteristicsof

theBlackandWhiteColobusattheCrAterLake,Kenya.日本アフリカ学会第40回学術大会 (2003年5

月,松江)抄録集 :104.

6)酒田棲,鈴木樹理,大蔵聡,早川清治 (2003)ニホンザル(Macacafusca(a)における 精巣サイズと乳

首サイズの年齢変化と季節性 :ニ申ンザルの二次性散発現.第 19回日本霊長類学会大会 (2003年6

月,仙台).

7)清田積,Urasopon,N.,Thansa,K.,Islamul,H.,Kawin,K.,Malaivijitnond,S.(2003)タイ東北部のアカゲ
{1

ザルに見 られる形態学的特徴 Morphologicalcharactristicsoffree-rangingrhesusmacaquesin

northeastemThailand･第57回日本人類学会大会-(2003年 10月,伊達市)抄録集 ‥36･

8)石田英実,中野良彦,荻原直道,中務真人,辻川寛,巻島美幸,団松豊 (2003)北ケニヤ,ナチョラ

BG-Kサイトからの新しいナチョラビテグス化石.第19回日本霊長類学会大会 (2003年6月,仙台).

9)石田琴実,中野良彦,萩原直道,中務真人,加賀谷美幸,清水大輔,辻川寛,巻島美事,高野智,図枚
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豊 (2003)北ケニヤ,ナチョラでの新発掘プロジェクト,｢BGK-2000｣の概要.第57回日本人類学

大会 (2003年 10月,伊達17f)抄録炎 :35.

10)石田英賛,中野良彦,荻原砿道,加幻谷美幸,辻川克,巻島美事,中雅先人,図枚豊,実舌玄貴

(2003)中新世類人猿,ナチョラビテクスの発掘と発見 (2002年度)-北ケニヤ,ナチョラBG-Kサ

イトの調査状況から-.日本アフリカ学会第40回学術大会 (2003年5月,松江).

ll)片山一道 (2003)現代によみがえるラピタ人.第57回日本人類学会大会 (2003年 10月,伊達市).

12)片山一道 (2004)ネアンデルタール人の子孫は何処に.第18回｢大学と科学｣公開シンポジウムrア

イデンティティに悩むネアンデルタール:化石人類研兎の最前劉 (2004年 1月,東京).

13)四松豊,中務真人,中野良彦,辻川寛,石田英資 (2003)ケ.ニヤ北部ナチョラ出土の原猿化石.日本

アフリカ学会第40回学術大会 (2003年5月,松江).

14)森裕介,小林久雄,早坂郁夫,清田柁 (2003)チンパ ンジーにおける性皮腫脹の成熟変化
Maturationalchangesorsexualskininchimpanzees.第6回sAGA英会(2003年 11月,日野市).

15)毛利俊雄 (2003)メスのニホンザルにおける年齢と左右側頭線間隔との関係.節19回日本霊長類学

会大会 (2003年6月,仙台)プログラム･予稿集 :36-36.

16)中野良彦,荻原直遺,巻島美幸,清水大輔,加賀谷美幸,国松豊,石田英賓 (2003)ナチョラビテク

スの骨盤化石について.日本アフリカ学会第40回学術大会 (2003年5月,松江).

17)中野良彦,萩原政道,巻島美幸,清水大輔,加賀谷美幸,図校豊,石田英美 (2003)ナチョラビテク

ス骨盤化石の形態特徴について.第57回日本人類学会大会 (2003年 10月,伊迂市)抄録集 :54.

18)中務真人,国松豊,中野良彦,石田英美 (2003)中新世類人猿ナチョラビテクスの椎骨形態.第57回

日本人規学大会 (2003年 10月,伊達市)抄録集 :53.

19)中務真人,高野智,辻川寛,清水大輔,図校豊,中野良彦,石田英賛 (2003)尻尾のある類人猿はい

たのか? 日本アフリカ学会第40回学術大会 (2003年5月,松江).

20)中務真人,辻川寛,清水大輔,高野智,囲松豊,中野良彦,石田英実 (2003)類人猿の尻尾はいつな

くなったのか.第19回日本霊長類学会大会 (2003年6月,仙台).

21)荻原直道,臼井拓,平時鋭矢,清田桟,中務真人 (2003)先天的に前腕を失ったニホンザルが行う二
足歩行運動の分析 KinematicanalysisorbipedaHocomotionoraJapanesemacaquewholostitsfbreams

duetocongenitalmalfbmation.第19回日本霊長類学会大会 (2003年6月,仙台).抄録集 :46.

22)大鼓由美子,片山一道 (2003)奈良県 ･四分遺跡から出土した骨損傷を残す弥生時代人骨.第 57回

日本人類学大会 (2003年 10月,伊達市).､抄録集 :47.

23)高橋知子,鈴木樹理,釜中慶朗,阿部正光,三輪宣勝,高木かおり,清田桟,景山節 (2003)飼育下ニ
ホンザルに見られる肥浦とその生理学的解析.日本動物学会第 74回大会 (2003年 9月,函館).

ZoologicalScience20:1609.

24)高橋知子,鈴木樹理,釜中慶朗,阿部政光,三輪宣勝,高木かおり,渚田棲,景山節 (2003)飼育下ニ

ホンザル群に見られ名肥満.第19回日本霊長煩学会大会 (2003年6月,仙台).

25)高野智,中務真人,図校豊,中野良彦,石田英実 (2003)ナチョラビテクス前肢骨の機能形態.第 19

回日本霊長類学会大会 (2003年6月,仙台).

26)山本亜由美,国松豊 (2003)ニホンザル永久歯の萌出年齢.第57回日本人類学大会 (2003年 10月,

伊達市).抄録集 :54.

27)山本亜由美,団松豊 (2003)金華山のニホンザル集団に現れる特異的な形態小変界.節 19回日本霊

長柳学会大会 (2003年6月,仙台).プログラム ･予稿集 :35.

-27-


